
奈良国立文化財研究所要項

Ｉ事業概要

１研究普及事業

公開講演会

( 1 ) 1 9 8 2 年５月2 9 日第５] 回公開講淡会

「藤原宮その後一廃都後の土地再開発について

－Ｊ川越俊一

「飛鳥石神遺跡の発掘調査」西口寿生

( 2 ) 1 9 8 2年1 1月2 0Ｒ第５２回公開講淡会

「伝統的町並の再生」村上訳一

「家良三彩の造形意匠について」西弘海

( 3 ) 「飛鳥の水時計」講演会（後援朝口新聞社）

1 9 8 2 年６月４日大阪普門館ホール

1 9 8 2 年６月1 0 日朝日新聞東京木社ホール

坪井ｉｌｌｉ正･狩野久･木下正史･ ' 11, 座児( 京大）

現地説明会

( 1 ) 1 9 8 2 年６月1 9日石神遺跡発掘訓森現地説明

会上原真人

( 2 ) 1 9 8 2 年６月2 6日平城宮跡第1 3 9次現地説明

会佐藤僧

2 1 9 8 2 年文部省科学研究費補助金による研究

( 3) 1982年10j j 30I - l l l I I l I寺跡発掘調査J 1地説明

会 川越俊一

㈹198 2年11月27日桧隈寺跡発掘調査現地説明

会土肥孝

(5) 1982年12〃18日平城宮跡第140次現地説明

会岩永省三

( 6 ) 1 9 8 3年３月５日平城宮跡第146次現地説明

会杉山洋

平城宮跡資料館・覆屋公開

( 1 ) 春季特別公開1 9 8 2年４月2 4日～５月５ｐ

見学者8 , 9 9 4 箱

秋季特別公開1 9 8 2年1 0月2 3 1 1～1 1月７日

見学者11 , 5 6 6名

( 2 ) 見学者数

区分盗料館斑屋計

19 8 2 年’ 6 9 , 4 1 3 1 5 9 , 6 5 8 1 1 2 9 , 0 7 1

累制・’ 5 0 8 , 2 9 8 8 8 0 , 6 1 4 1 1 ‘ 3 8 5 , 9 1 2

米祷料館は1 9 7 0 年度・覆屋は1 9 6 8 年度以降

征別 研祝課題瓢研究代表者｜交付額

特定研究適職遺物の探査および保存修復に関する研究川中琢 1 9 , 5 0 0 千ｌｒ１１

総合研究Ａ残作脂肪成分の分析による原始古代生活の復原的研究佐原典 3 , 3 0 0

一般研究Ｂ南部七大寺所用瓦の製作技法と瓦当紋様の研究１１１本忠尚 1 , 0 0 0

〃

英彦山備坊庭蝋巡跡僻の実証的研究安原啓示５００

〃

先史時代の漆製品に関する韮礎的研究工楽善通 4 , 7 0 0

〃・ i 1 i f 代埋蔵建築遺材の復原的研究寓本長二郎 4 , 1 0 ( ）

一般研究Ｃｊ野に上器による律令機総末端組織の復原的研究森郁夫２，０００

〃

遺跡・遺物からゑた側分寺伽房に対するｿ 僅礎的研究千１１１剛道４００

奨励研究Ａ木簡・蝦 1 F 土器からふたＴｌ『代財政組織の研究佐藤侭８００

〃

人面土器の研究巽淳一 A I I ７００

小林謙一〃甲門出土古壌の研究９００

〃

「ヘラ記号」をもつ土器に関する ｿ I 蛾的研究西口寿生９００

試験研究（２）航空写真の活用システムの開発伊東太作 2 , 0 0 0

試験研究（１）埋蔵文化財データ・ベースの開発研究坪井群足 8 . 8 0 0

忠尚

啓示

善通

長二郎

郁夫

剛道

信

淳一郎

謙一

寿生

太作

清足

計

３飛鳥資料館の運営

展示

館一膿示室常設展示

輔二展示室特別陳列「飛鳥の王陵」

（1982. 4. 20～1982. 5. 30）

１４件 ､1９．６００

特別展示「高松塚拾年」

（1982. 10. 6～1982. 11. 23）

普及

インフォメーションルームで観覧者の衝間に応

じている。また特別展示のカタログとして「飛烏

の王陵」及び「揃松塚拾年」を| : ' 1 行した。

－６８－



入館者数（1982. 4. 1～1983. 3. 31開館F1数3091. 1）

|普通観覧|団体観覧1右料|無料|合計

股’ 48, 222127. 483

問･火’ 15, 786131, ‘ 129197, 253110, 82612( )8. ( )7９

小･中’ 3, 675160, 658

汁7 7 , 6 8 3 1 1 1 9 . 5 7 0

模造製作

高松塚古城保存施設断面模型（題0）

高松塚古墳壁画修復状況（％）

藤原宮跡等川土木簡

石像浮彫如来及両脇侍像（古法準）付脇部

４埋蔵文化財センターの研修・指導

研修埋蔵文化財の保謹に盗することをＨ的

として主に地方公共団体の埋蔵文化財保護行政拠

当者を対象に次の研修を実施した。

( 1 ) 昭和5 7年度埋蔵文化財発捌技術者蝶岬1 1研修

（集落遺跡調査課程）

1982年５月10日～５月22日（参加者25名）

( 2 ) 昭和5 7 年度埋蔵文化財発掘技術者等専門研修

（土器調査課程）

1982年６月21日～７月３日（参加者22名）

( 3 ) 昭和5 7 年度埋蔵文化財発掘技術者等一般研修

（一般課程）

1982年７月22日～８月28日（参加者25希）

( 4 ) 昭和5 7 年度埋蔵文化財発掘技術若漂特別研修

（埋蔵文化財基礎課凝）

1982年９月６日～９月10日（参加者35 : f i ）

( 5 ) 昭和5 7 年度埋蔵文化財発掘技術苫搾専門研修

（遺跡測瞳課程）

1982年９月20日～10ｊｊ９Ｉ: １（参加者16箱）

( 6 ) 昭和5 7 年度埋蔵文化財発掘技術渚等専門研修

（環境考古課程）

1982年10月20円～11ﾉｊ５Ｒ（参加者16箱）

( 7 ) 昭和5 7 年度埋蔵文化財発掘技術者等専門研修

（保存科学基礎課径）

1982年11月17日～11月30日（参ｊＩＩ者１６名）

( 8 ) 昭和5 7年度埋蔵文化財発掘技術者媒. I 糾' ﾂ 研修

（保存科学応用課程）

1982年12月１日～12月1011（参加苫８ｆｉ）

( 9 ) 昭和5 7 年度埋蔵文化財発掘技術群竿ｌＷｌ研修

（墳ﾉ侭調査課程）

1983年１月21｢1～２ｊｊｌ「１（参〃Ⅱ渚30プf ′ i ）

( １０昭和5 7 年御埋蔵文化財発掘技術者等特別研修

（近畿地方出土木器資料集成）

1983年２月９日（参加着16稲）

( l ] ）昭和5 7年度埋蔵文化財発棚1 1技術者等専門研修

（遺跡保存盤附課職）

1983年２月211二I ～３月５Ｒ（参加者25猪）

⑫昭和5 7 年度埋蔵文化財発掘技術者等特別研修

（特殊調査技術課程）

1983年３月10日～３月15日（参加者18籍）

⑬研修員受入

橋本清一京郁府立山城郷士資料館調査

員

1982年４月20日～1983年３月31日

大塚雌福岡県教育委員会文化課技術

補佐

1 9 8 2年６月7日～６月1 2日

長谷川真兵庫県教育委員会社会教育・

文化財裸県立博物館設立準備

室技術職典

1982年６月14日～８月14日

橘本俊土三飯県立上野筒等学校教諭

1 9 8 2 年７月１日～９月3 0 日

川村輝夫三亜県多気郡多気町・松阪市

学松組合立多気中学校教諭

1 9 8 2年７月1 1 1～７月2 1日

1982年８月29日～９月30日

川阪仁三I 侭県嫡野町立! | ｉ原小学校教

諭

1982年10月111～12月28日

' ' 1 川善夫三卿i 1 : 鈴鹿市ｳ : 栄小学校教諭

1982年１０月１１二I ～12月28日

松川朝雄沖細り, I ; 今帰仁村教育委員会文

化財狐当

1982年７月19日～７月24日

係永柿大韓民国文化財管理局補修課

土木技佐

1 9 8 2年９月2 8日～1 9 8 3年3 j l 2 7 I l

発掘調査・整備・探査指導

（北海道）尚砂遺跡，開陽丸発掘調査，（青森

ﾘ I L ）弘前城三のﾉ L 庭1 判，垂柳遺跡，（瑞手県）毛

越寺康悶，志波城跡（桝城県）多賀城跡，（福島

県）葱' 1 寺跡地内徳一噸塔，上町遺跡（茨城県）

神１Ｗ' １遺跡，（僻馬ﾘ １９上Ｍ到分寺跡，（東京都）

－６９－



' 982年隠瀧割，鰐ｌａＯ: : ｜§制

前、耕地遺跡，（富山県）じようぺのま遺跡，（福

井県) 一乗谷朝倉氏遺跡，（山梨県）寺本廃寺跡，

（長野県）森将軍塚古境，松本城二の丸康園，信

濃国府，恒川遺跡群，（静岡県）興国寺城跡，尾

上イラウネ遺跡，小田原城跡城米曲輪，（愛知県）

妙興寺境内，勝川廃寺遺跡，尾張国府跡，（三重

県）斎宮跡，草山遺跡，西明寺遺跡，（滋役県）

斗西遺跡，延暦寺，（京都府）長岡宮跡，松花堂

跡，小栗栖瓦窯跡，古殿遺跡，丹波国分寺跡，西

光寺康園，竹野遺跡，（大阪府）西浦橘遺跡，難

波宮跡，（兵庫県）緑風台窯吐，広渡廃寺，志知

川沖田南遺跡，西神8 8 号地点古窯吐，辻井遺跡，

砂部遺跡，栄根遺跡，篠山城二の丸，西条廃寺，

札馬古窯跡，殿原廃寺跡，繁昌廃寺跡，三ツ塚廃

寺，丹波国大山荘，（奈良県）荒坂窯跡，飛鳥水

落遺跡，（和歌山県）磯間岩陰跡，三栖廃寺，岩

橋千塚古脳群，（鳥取県）上米積遺跡群，平野五

号墳，上原遺跡，高畑遺跡，鳥取城跡，目久美遺

跡，（島根県）寺床遺跡一号塊神門寺境内廃寺

跡，広瀬町内遺跡群，（岡山県）院庄館跡，美作

国分寺跡，石の懸樋，美和山古墳群，（広島県）

大当瓦窯跡，草戸千軒町遺跡，（山口県）長門国

分寺跡，朝田墳墓群，延行条里遺跡，周防国府

跡，須佐唐津窯跡，大内氏遺跡，土井ケ浜遺跡，

綾羅木郷遺跡，（徳島県）阿波国府跡，（香川県）

川上古墳，王墓山古墳，（愛媛県）伊予国府跡，

経ケ岡占戦，（高知県）土佐国街跡，（福岡県）

王塚古墳（佐賀県）1 1 1 ン寺遮跡，久保泉丸1 1 1 遺

跡，名護屋城跡，肥前国府跡，（長崎県）市ノ瀬

窯跡，（熊本県）国分僧寺，（宮崎県）宮崎学園

都市遺跡，（鹿児島県）橋牟礼川遺物包蔵地，薩

摩国分寺跡，王子遺跡，（沖縄県）今帰仁城，ビ

ロースク遺跡，座喜味城，野国貝塚

Ｉ図書及び資料

図書6 6 , 8 3 6 冊

－７０－

５その他

委員会等

第９回飛鳥演料館運営協議会

区分而稚金額

埋蔵文化財ニュース刊行

第3 7 号写真測量による遺跡遺物の実測作業外注

管理

節3 8 号埋蔵文化財関係報告書一覧

第3 9 号行政データ・埋蔵文化財関係記事一覧

第4 0 号飛鳥白鳳寺院発掘調脊文献目録

1 9 8 2 年度’ 1 1 , 0 2 4 . 6 1 ㎡’ 2 3 7 , 2 0 4 , 3 4 2 円

第2 4 冊束大寺文譜目録第５巻

第2 5 冊平城宮出土墨書土器集成Ｉ

第９冊商松塚拾年

諜等昭和5 6 年度平城宮跡発捌調査慨報

飛鳥．藤原富発捌調森概報１２

平城宮発掘調査出土木簡慨報１５

平城京東堀河平城京左京四条四坊

九坪発掘調在報告平城京朱雀大路

発捌調査報告l 9 8 2 奈良町（１）

遺跡整備資料Ⅱ条里制の諸問題Ｉ

南都七大寺軒瓦型式一覧（１）法隆寺

史料

国有地合計’ 2 5 6 , 6 1 0 . 8 0 1 5 . 2 6 7 , 8 3 5 , 6 1 0

熟計隙瀧#|‘ 瀬|鍋駕｜‘ 澱

称名

区分諏別｜購入｜寄鵬 ’ 計

録

が君

１１

Ⅲ研究成果刊行物

1 1 9 8 2 年刊行物

図

報

1 9 8 2年５月2 5日於飛鳥資料館

平城・飛鳥藤原宮跡調査整備指導委員会

1982年６月1811 . 1 9日於平城資料館講堂

条里制研究会（第２回）

1 9 8 3年１月２５，．２６日於平城資料館誹堂

外国出張

岩本次郎文部省在外研究員として方格地割

（条里制とケンチュリア）の歴史的展開に関する

研究のためイタリア，チュニジア，フランスへ出

張。

1982年10月３日～同年11月29日

協力事業等

文化庁では1 9 7 1 年度から特別史跡藤原宮跡の国

有化を進めており，1 9 7 2 年度から当研究所が文化

庁から支出委任を受けて買収事務を担当している

が，1 9 8 2 年度の状況は下記の通り。

写真2 4 3 , 3 5 8点（1 9 8 2年度末現在）



奈良国立文化財研究所基準資料

奈良国立文化財研究所史料

１９６５

年度 称名

１

１

ｌ

Ｉ

－

１

８

９

０

１

２

３

１

１

２

２

２

２

第

第

第

第

第

第

' 967

1969

1971

1973

197. 1

－７１－

1９６３

１

１

１

１

１

１

‘

Ｉ

４

５

６

７

８

９

０

３

３

３

３

３

３

４

第

第

鋪

第

第

第

第

1979

1980

1981

年度 塩 称

節1 冊南無阿弥陀仏作蕃集（復製）

第２冊西大寺叡尊伝記集成

第３冊仁和寺史料寺誌編’

第４冊俊乗坊亜源史料集成

第５冊平城宮木簡ｌ図版

第６冊仁和寺史料寺誌編２

節７冊平城宮木簡１解説（別冊）

鋪７冊唐招提寺史料１

第８冊平城宮木簡２図版・解説

第９冊Ｉ] 本美術院彫刻等修理記録１

節1 0 冊日本美術院彫刻等修理記録’

第1 1 冊日本美術院彫刻等修理記録Ⅲ

第１２冊藤原宮木簡１図版・解説

鰯1 3 冊日本美術院彫刻等修理記録Ⅳ

第1 4 冊１１本美術院彫刻等修理記録Ｖ

節１５冊東大寺文書Ｈ録館１巻

第l 6 1 1 1 l H本美術院彫刻等修理記録Ⅵ

第1 7 冊平城宮木簡３図版・解説

第１８冊藤原宮木簡２図版・解説

第1 9 冊束大寺文普、録第２巻

第2 0 冊日本美術院彫刻等修理記録Ⅶ

第2 1 冊東大寺文書目録節３巻

節2 2 冊七大寺巡礼私記

第2 3 冊東大寺文書目録第４巻

' 954

1955

1963

1964

1966

1967

1969

197０

１９７４

1９７６

1９８０

１９８１

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

冊

１

２

３

４

５

６

７

８

９

ｍ

第

第

第

第

蛎

第

第

第

第

第

仏師運慶の研究

修学院離宮の復原的研究

文化史論叢

奈良時代僧房の研究

飛鳥寺発掘洲査報併

中世庭園文化史

興福寺食堂発掘調査報併

文化史論叢Ⅱ

川原寺発掘調査報告

平城宮跡匂伝飛鳥仮蓋富跡発掘調査

報告

院家建築の研究

巧匠安阿弥陀･ 仏快慶

渡殿造系庭園の迩地的考察

レースと金地舎利燃に関する研究

平城宮発掘調査報告Ⅱ官術地域の

調査

平城宮発掘調査報告Ⅲ内典地域の

調査

平城宮発掘調査報告1 Ｖ官荷地域の

調査

小堀遠州の作覗

藤原氏の氏寺とその院家

名物裂の成立

研究論集Ｉ

研究論集１１

平城富発掘調査報告1 Ｖ平城京准京

…条三坊の洲査

１１．５１１１－町並調査報告一

平城京左京三条二坊

平城宮発掘調査報侮Ⅶ

飛鳥・藤原宮発掘調査報告Ｉ

研究論集Ⅲ

木簡奈良井一町並調査報告一

五条一町並調査の記録一

飛鳥・藤原宮発伽調査報僑Ｉ

研究論災1Ｖ

イタリア中部の一山岳喋潅におけ為

民家調査報告

平城宮発掘調査報代Ⅸ

研究論集Ｖ

平城宮確備洲査報告Ｉ

飛鳥・藤原宮発掘調査報告Ⅲ

研究論集Vｌ

平城富発掛l 糊査報併Ｘ

平城宮発掘調査報告Ⅲ
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1967
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1976

1977
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ｉ

ｆ

１

１

－

１

２

３

４

５

１

１

１

１

１

第

第

第

第

第

1961

1962

1９７８

1９７９

第16冊

第17冊

飛鳥資料館図録

1９８０

飛鳥I ‘ I MMの在銘金銅仏

飛鳥白鳳の在銘金銅仏銘文箭

１．１本古代の蕊誌

Ｈ本古代の蕊誌銘文筋

古代の誕生仏

飛鳥時代のI I j ･ 噛一高松塚とその周辺

日本古代の邸尼

l l I I I 1寺峻

1９８１

名

１

１

１

１

１

‐

１

１

１

１

１

１

１

‐

Ｉ

１

１

－

１

１

１

１

１

１

１

ト

ト

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

１

１

２

３

４

５

６

７

８

第

第

節

第

鮒

館

第

鈍

年度

２前年度までの刊行物

奈良国立文化財研究所学報

称

1９７８

1977

1978

称年度 稲

1９７９

ト

ー

１

１

１

１

１

１

１

２

３

４

５

６

７

８

節

第

節

第

第

節

第

鰯

１

２

３

４

５

６

７

８

編

編

細

細

編

綿

綿

編

冗

瓦

瓦

瓦

瓦

瓦

瓦

瓦

解脱

解説

1973

1974

1975

1976

第21冊

第25冊

鋪26冊

第27冊

第28冊

節29冊

第30冊

第31冊

第32冊

館33冊

1９７５

1978

1979

1980

1976

1 9 7 7
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函
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狐

唖
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ｍ
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Ⅶ人事異動

（1982年４月１日～1983年３月31日）

４月１口飛鳥淡料館庶務室長に昇任

中尼重徳

平城宮跡発捌調査部主任研究官に転任

西弘海

奈良工業高等専門学佼学生課長に転任

森川節之

宮内庁東宮侍従に転任

綾村宏

文化庁文化財保護部記念物課文化財調

査官に娠任岡本東三

山1 1 大学人文学部助教授に転任

中村友博

平城宮跡発掘調査部言謄任研究官に配慨

換上野邦一

今泉隆雄

飛鳥藤原宮飛発掘調査部主任研究官に

配置換菅原正明

1, 0

亜要文化

財旧米谷

家住宅

区分指定職行政㈲｜行政口｜研究職 ’ 計

6２

1 9 8 2 年度Ｉ１１２２１６６６１９５

郡111宿舎

目， ｡1 9 8 3 年度１１１２２１５６７１９５

l ‘Ｃ

飛鳥賓料

館宿舎

Ｖ予算（1 9 8 2 年度）

合計
2４

2５１

４

Ｑ

〕

ハ

リ

５

，

０

ワ

］

勺

１

’

４３１2．１

７

１

胃

.’

人件世

運営催

聯業梼理

一般研究

特別研究

発棚調査

宮跡整備管理

飛鳥資料館運営

埋蔵文化財センター連衡

新庁舎維持管理等経費

施設澱

施設雛倫費

平城宮跡等鞍備挫

各所修理

442, 502千円

630, 164

４，５４７

５８，０４３

1, 692

386, 369

51, 289

４８，７１３

４２，５１９

36, 992

330, 466

25, 118

305, 3. 18

７．９２２

主要工事

( 1 ) 施設整備費

飛鳥藤原宮跡発掘調査部遺物倉庫新営

工事（建設省委任工事）

奈良国立文化財研究所覆屋改修工事

( 2 ) 平城宮跡地等整備費

平城宮跡環境整備工事

〃〃昭和5 7 年度第１期工事

〃〃〃

第１j ’ １工事

〃〃〃

第111期工､l i吊

平城宮南面大垣復原工聯

〃

その２工刻i ：

平城宮跡水銀灯改修等工事

〃地形調査工事

( 3 ) 各所修繕

平城宮跡資料館とい改修工事

千円

4, 898

20, 000

3, 900

69, 900

60, 000

78, 000

89, 500

89, 300

4, 600

10, 250

9】説l‘

6１

1．４１１．０５．１

Ⅵ施設

土地

（当所所管）32, 501㎡

木庁舎8 , 8 6 0 " ﾉ ヨ飛鳥資料館

飛鳥演料館宿舎1 , 3 4 3 〆郡l l I 術舎

群Ｒ野 5 , 1 2 6 が

（文化庁所管）1, 288, 031㎡

平城宮跡地区1 , 0 2 6 , 3 8 0 " ｆ

藤原宮跡地区2 5 6 , 6 1 0 ㎡

飛鳥稲測‘ 高殿跡地５，０４１" ｆ

建物

17, 092"』。

8 0㎡

5, 850

刀１１

１

４

７

Ｌ

Ｌ

区分|本庁舎|平城|藤原膳料削春日野，

４

０

９

８

ｒ

６

〃

１１

計

20Ｊ

ｒ

２

２

３

７

３

４

０

６

２

６

６

８

〃

１

２

９

９

７

２

６

８

８

０

１

６

９

０

０

４

Ｊ

２

４

６

５

５

４

２

０

９

０

１

０

０

８

聯務室

研究室

資料・

図磯室

会議室

識堂

鵬示室

写真室

, 世尾・

展示棟

車庫

倉庫・

収戯庫

研修棟

その他

ｒ

８

９

１

Ｒ

″

６

１

２

３

１

ｌ

り
、

４

０

３

山

Ｌ

ｆ

Ｏ

７

６

２

９

８

４

″

９

７

３

４

８

４

６
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３

５

２

６

２

９

０

４

１

串

加

銘

認

Ｉ８

鞭

２

１

7９

４

４

６

６

６

０

５

６

８

７

５

８

０
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５ｊｊｌ５Ｉ１

７j ｌｌＩＩ

10ｊｊ４Ｉ』

１０月21I１

１１ｊｊｌＩＩ

１２月１１１

l 2j j l l I I

１ｊｉｌ６ＩＩ

２ｊ１１Ｉ１

３月30日

平城宮跡発掘調食部考古雛－１淵査寵に

配置換松村恵司

平城宮跡発掘調査部考古館二調査室に

配置換千 1 1 ｉ剛逆

飛鳥藤原宮跡発掘調査部考古節二調査

室に配置換清水真一

上原真人

飛鳥藤原宮跡発掘調査部史料調査室に

配匠換安田龍太郎

平城宮跡発掘調企部考占第一調査室に

採用松井厳

､ I と城富跡発掘調査部考Ｉ１，．第三調衡室に

採用深澱芳樹

辞職寺 I j l 千伽ｆ

平城宮跡発掘調査部_ 通任研究' １２１に昇任

毛利光俊彦

埋蔵文化財センター研究指導部主任研

究官に昇任ＩＩＩＩｌ１倣史

辞職佐藤久美ｆ

辞職石谷宰ｆ

東京芸術大学学生課に蛎任

忠利二

庶務部会計課に配置換小林雅文

外嶋義広

埋蔵文化財センター教務室に配瞳換

刀谷敏博

飛鳥演料館脈務室に採用松木正典

庶務部提に昇任大村幸男

辞職森隊兄

辞職橋本作子

文部省管理局教育施投部助成課に松任

外鴫蕊広

庶務部会計課に転任浅井正彦

辞職大林述夫

Ⅷ組織規定

文部省設置法抜準

昭和24年法徽第１．１６号

昭和43年６ﾉ 11511 - 部改服

第3 6 条第4 3 条に規定するもののほか，文化庁に

次の機関を置く。

国立文化財研究所（前後略）

第4 1 条国立文化財研究所は，文化財に関するI 淵

在研究，資料の作成及びその公表を行う機関と

する。

２国立文化財研究所には，支所を慨くことがで

きる。

３国立文化財研究所及びその支所の名称，位脳

及び内部組織は，文部樹令で定める。

文部省設置法施行規則抜華

昭和2 8年１月1 3 1 1 文部省令第２号

追l j l l 昭和43年６月1511文部櫛令第20号

昭和45年４j 1 l 7 I I 文部箭令第１１号

昭和4 5年‘ l j l l 2 I 1文部稀令節６号

昭和4 9 年４〃１１日文部符令節1 0 号

昭和5 0年４ﾉ １２１１文部符令雛1 3号

昭和5 1年５月1 0 1 1文部禰令館1 6号

昭和5 2年４月1 8 1 1文部禰令第1 0号

昭和5 3年４月５１１文部符令第1 9号

昭和5 3年９，９１１文部符令第3 3号

昭和5 3年イノj 5 1 1文部禰令館1 4号

昭和55年６ﾉ 12511文部符令第23号

第５章文化庁の附属機関

鱒４節国立文化財研究所

第1 1 6 条の９１K I 立文化財研究所の梢称及び位

縦は，次の表に掲げるとおりとする。

名称 位ｉｉＷ

東京' 1 雌文化財研究所 東京部台東区

奈良国立文化財研究所 奈良雌奈良市

第２款奈良国立文化財研究所

（所災）

第1 2 3 条奈良国立文化財研究所に' 所長を置く。

２所長は所務を掌理する。

（内部組織）

第1 2 4 条奈良I R I 立文化財研究所に’ 庶務部，建

造物研究室及び歴史研究室並びに平城宮跡発掘

調査部及び飛鳥藤原宮跡発掘洲査部を縦く°

２前項に定めるもののほか，奈良国立文化財研

究所に，飛鳥資料館及び埋蔵文化財センターを

雌く°

（庶務部の分課及び小務）

銘1 2 5 条庶務部に，次の二課を置く。

一職務課

二会計課

２庶務課においては，次の蒋務をつかさどる。

一職員の人』| f に関する１１: 務を処理すること。

二職員の猫利厚生に関する二' j ; 勝を処理するこ

と。
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三公文書類の接受及び公印の管守その他庶務

に関すること。

四この研究所の所掌事務に関し，連絡調整す

ること。

五この研究所の所掌に係る造機及び遺物の保

全のための警備に関すること。

六前各号に掲げるもののほか，他の所掌に属

しない事務を処理すること。

３会計課においては，次の事務をつかさどる。

一予算に関する事務を処理すること。

二経費及び収入の決算その他会計に関する蔀

務を処理すること。

三行政財産及び物品の管理に関する事務を処

理すること。

四庁舎及び設備の維持，管理に関する: 1 1 : 務を

処理すること。

五庁内の取締りに関すること。

（建造物研究室等の事務）

第1 2 7 条建造物研究室においては，建造物及び

伝統的建造物群に関する調査研究を行い’ 並び

にその結果の公表を行う。

２歴史研究室においては，考古及び史跡並びに

歴史盗料に関する調査研究を行い’ 並びにその

結果の公表を行う。

（平城宮跡発掘調査部の六室及び事務）

第1 2 8 条平城宮跡発掘調査部に，考古第一調査

室，考古第二調査室，考古第三調査室’ 道構調

査室，計測修景調査室及び史料調査室を置く。

２前項の各室においては，平城宮跡に関し，次

項から第六項までに定める事務を処理するほか

その発掘を行う。

３考古第一調査室，考古第二調査室及び考古第

三調査室においては，別に定めるところにより

分担して，遺物（木簡を除く）の保存整理及び

調査研究並びにこれらの結果の公表を行う｡

４遺織調査室においては，遺構の保存整理及び

調査研究並びにこれらの結果の公表を行う｡

５計測修景調査室においては，遺椛の計測及び

修景並びにこれらに関する調査研究並びにこれ

らの結果の公表を行う。

６史料調査室においては，木簡の保存整理及び

調査研究，史料の収集及び調査研究並びにこれ

らの結果の公表を行う。

（飛鳥藤原宮跡発掘調査部の四室及び事務）

第1 2 9 条飛鳥藤原宮跡発掘調査部に’ 考古第一

調査室，考古第二調査室，遺構調査室及び史料

調査を置く。

２前項の各室においては’ 藤原宮跡及び飛鳥地

域における宮跡その他の遺跡に関し，次項から

第五項までに定める事務を処理するほか’ その

発掘を行う。

３考古第一調査室及び考古第二調査室において

は，別に定めるところにより分担して，造物

（木簡を除く）の保存整理及び調査研究並びに

これらの結果の公表を行う。

４遺構調査室においては，遺購の保存整理及び

調査研究，遺構の計測及び修最並びにこれらに

関する調査研究並びにこれらの結果の公表を行

う。

５史料調査室においては, 木簡の保存整理及び

調査研究，史料の収集及び調査研究並びにこれ

らの結果の公表を行う。

（飛鳥盗料館）

第1 3 0 条飛鳥資料館においては，飛鳥地域の歴

史的意義及び文化財に関し’ 国民の理解を深め

るため，この地域に関する考古資料’ 歴史資料

その他の資料を収集し，保管して公衆の観覧に

供し，あわせてこれらに関する調査研究及び事

業を行う。

（飛鳥資料館の館長）

第1 3 1 条飛鳴資料館に, 館長を世く｡

２館長は〆館務を掌理する。

（飛鳥黄料館の二室及び事務）

第1 3 2 条飛鳥費料館に，庶務室及び学芸室を置

く。

２庶務室においては，飛鳥資料館の庶務，会計

等に関する覗務を処理する。

３学芸室においては，次の事務をつかさどる○

一飛胤地域に関する考古漬料’ 歴史資料，建

造物，絵画，彫刻，典籍，古文書その他の資

料の収集，保管，展示’ 模写’ 模造，写真の

作成，調査研究及び解説を行うこと○

二飛鳥地域に関する図書，写真その他の資料

の収集，整理，保管，展示’ 閲覧及び調査研

究を行うこと。

三飛鳥資料館の事業に関する出版物の編集及

－７４－



ぴ刊行並びに普及宣伝を行うこと。

（埋蔵文化センター）

第1 3 3 条埋蔵文化財セン玖一においては，次の

堺務をつかさどる。

一埋蔵文化財に関し，調炎研究及びその結果

の公表を行うこと。

二埋蔵文化財の凋査及び保存整理に関し，地

方公共団体の埋蔵文化財澗査関係職員その他

の関係者に対して，専門的，技術的な研修を

行うこと。

三埋戯文化財の洲査及び保存整理に関し，地

方公共団体の機関その他関係の機関及び団体

等の求めに応じ，専門的，技術的な指導及び

助言を行うこと。

四埋蔵文化財に関する．l I I i 報資料の作成, 収集，

整理，保管及び洲査研究を行い，並びに地方

公共剛体の機関その他関係の機関及び団体等

の求めに応じ，その利用に供すること。

（埋蔵文化財センターの長）

第1 3 4 条埋蔵文化センターに長を低く・

２前項の災は，埋蔵文化財センターのj f 務を掌

理する。

（埋蔵文化財センターの内部組織）

第1 3 5 条埋蔵文化財センターに，教務室，研究

指導部及び情報資料室を置く。

（教務室の事務）

卵1 3 6 条教務室においては，研修の災施に関す

る事務を処理するほか，埋蔵文化財センターの

庶務に関する事務をつかさどる。

（研究指導部の五室及び事務）

第1 3 7 条研究指導部に，考古計画研究室，集落

遺跡研究室，遺物処理研究室，測並研究室及び

保存工学研究室を極く。

２考古計画研究室においては，第1 3 3条第１号

から第３号までに掲げる事務（他の室の所掌に

属するものを除く）をつかさどる。

３集落遺跡研究室においては，集落遺跡に関

し，第133条第１号から第３号までに掲げる事務

遺物処理研究室，測堂研究室及び保存工学研究

室の所挙に属するものを除く）をつかさどる。

４遺物処理研究室においては，遺物の処理に関

し，館1 3 3条第１号から館３号までに掲げる覗

務をつかさど為。

５測戯研究室においては，埋蔵文化財の測量に

関し，第133条第１号から第３号までに掲げる

‐ , 脚務をつかさどる。

６保存工学研究室においては，遺跡の保存整備

に関し，節133条館１号から第３号までに掲げ

る事務をつかさどる。

（情報資料室の事務）

第138条情報資料室においては，第133条第４

号に掲げる事務をつかさどる。

奈良国立文化財研究所略年表

昭和26 . 1 0 . 6

２７．４．１

２９．７．１

35. 10. 15

３８．４．１０

４３．６．１５

４５．４．１５

４８．４．１２

４９．４．１１

５０．３．１５

５５．４．５

５５．４．２５

奈良文化財研究所設世準備規程（文化財保護委員会裁定第11財･）により設憧準備会発足。

文化財保謹委員会の附属機関として奈良文化財研究所設置。

奈良国立文化財研究所と改称。

平城宮跡に発掘調査' 1Ｆ務所設置。

．､ I z 城宮跡発掘調査部が設けられる。

文化庁発足，その附属機関となる。

平城宮跡資料館開館。

会計課，飛鳥藤原宮跡発掘調斑部，飛鳥蛮料館設世。

庶務部，埋蔵文化財センター設腫。

飛胤資料館|淵館。

美術工芸研究室を奈良国立博物館（仏教災術演料研究センター）に移管。

庁舎移転( 奈良市二条町) , 併せて平城宮跡発掘調査部，埋蔵文化財センターを庁舎に統合。

－７５－
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笠

室
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三

調

在

室

逝

榊

調

在

室

計

測

修

環

調

査

室

史

料

調

在

室

氏名

岡田英男

工楽秘通

松村忠司

杉山洋

松井章

金子桁之

八I 怖扶桑

佃幹雄

藤田千蛍技

吉村刈朗

石川千忠子

様（１１; 夫

千田剛道

山崎信二

巽淳一郎

西弘海

山本忠尚

岩永打三

深潔労間

毛利光俊彦

宮本災二郎

山岸常人

上野邦一

屯井伸雄

田中哲雄

本中典

内田昭人

高瀬要一

村岡正

岡田英男

佐藤偲

柵本櫛I リ

寺崎保広

上野邦一

金子補之

西弘海

毛利光俊彦

商瀬要一

屯井伸雄

森田光治

岡田博禿

城本きよの

官職

文

文

文

文

文

文

文

文
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技
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文

文

文

文

文

文

文

文

文
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官
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官
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貝

貝

貝

官

官

官

官

官

官

官

官

官

官

官

官

官

官

官

官

官

貝

官

官

官

官

官

官

官

官

官

官

雑

娠

雑

識

雌

職
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榊

榊

榊
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諦
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繊

維

鍛

在
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娠

蝿

娠

雑

雑

雑

癖

雑

雑

技部 部長

室長

( 併征）

. 卑門職貝

専門職貝

塞瞳

( 併 価）

宝圧

( 併 任）

宝長

( 併任）

( 併 柾）

室催

( 併慨）

( 非常勤）

室長( 取扱）

主任研究宮

主任研究官

主任研究官

主任研究官

主任研究官

官主任研究官

文部事務官（雑任）

文部蛎務官（雄任）

難務補佐貝（服任）

当

古

古

古

古

古

典

典

其

守

開

古

古

占

占

占

占

古

古

古

築

築

築

築

考

考

考

考

考

写

写

写

保

公

琴

拶

拶

考

苓

琴

考

考

苓

辿

述

迩

辿

遺跡庭圃

逝跡庭馴

建築

遺跡庭園

遺跡庭刷

建築

歴史

歴史

歴史

延築

考占

考占

考古

遺跡庭剛

建築

詩側

審伽

庁勝

所属

庶

務

部

庶

務

課

会

計

課

建

造

物

研

究

室

歴

史

研

究

室

氏名

坪井洗足

大村幸男

笹山保美

織田健蔵

日商参夫

藤原賢二

西徹

様田光治

岡田博元

八幡扶桑

宍戸雅子

港悦子

村Ⅲ忠子

新桝忠子

宮本亙代

中川かよ子

中垣陸美

城本きよの

松本保之

脱滞常一

福勝郁夫

西田健三

渡辺康史

林勝彦

小林雅文

前川正子

菊本洋子

価元敬子

新井耕治

浅井正彦

中西建夫

垣内きよえ

永田李子

渡辺康史

吉村錠徳

大西和子

吉田蛸

村上測一

上野邦一

山厚術人

本中真

桶山敏男

鬼頭滴明

井上和人

佐藤僧

上原興人

杉山洋

寺崎保広

堀池芥姉

官職

文部技官所長

文部事務官部廷

文部事務官

文部事務官

文部事務官

文部事務官

文部那務官

課長

課長郡佐

聯門貝

庶務係長

文部事務官審務貝長

文部本務官鮮務貝

文部技官ＷＩＩ犠日( 併任）

事務補佐』（

事務補佐貝

z I F務補佐ｊｌ

聯務袖佐貝

事務補佐瓜

事務補佐貝

事務補佐貝

那務補佐貝

文部事務官操長

文部躯務官課長捕佐

文部事務官課長補佐

文部事務官専門職員

文部技官Ｗ【門職貝

文部事務官経理係没

文部事務官

事務袖佐員

本務補佐Ⅱ

事務補佐貝

文部事務官用度係長

文部事務官

文部技官

事務補佐貝

雛蕊蕊鵬”
事務補佐貝

操長

課長捕佐

課長補佐

専門職員

W【門職貝

経理係没

文部技官室長

文部技官（併任）

文部技官（併任）

文部技官（併任）

文部技官（併任）

調盗貝（非常勤）

文部技官篭圧

文部技官（併任）

文部技官（併任）

文部技官（併任）

文部技官（併任）

文部技官（併任）

調従貝（非常勤）

担当

平城事務

庶務人' 1ｆ

野術

警髄

写典

庶務人' 1Ｆ

庶勝

庶務

庶務

図井麦朴

図ﾂ ド資料

図1j F安料

庁務

藤原事務

盤伽管理
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維理
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自動j I 種震

用度

用皮
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施設
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考

苓

歴
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室

遺
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査

室
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料

調

在

室

飛

鳥

蛮

料

館

庶

務

室

氏名

狩野久

佐藤典治

岩本圭輔

土肥孝

井上直夫

村上訓一

木下正史

西口寿生

清水真一

立木修

細見啓三

大脇潔

岩本正二

川越俊一

加藤優

安田龍太郎

井上和人

菅原正明

村上訓一

菅原正明

川越俊一

西田健三

飯田信男

大西洋子

稲垣耕正

望月正治

宮川伴子

泉雄二

滝本正志

藤田広幸

坪井清足

中尾五徳

松本正典

飯田信男

米田一二三

吉村義徳

大谷照子

乾春雄

藤本溝

福井敏子

官職

一

識

郵

獅

郵

蜘

鋤

郵

鍬
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識

郵

識
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郵
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郵

郵
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技官部長

技官室長

技官

技官

技官

技官（併任）

技官室長

技官

技館

技官

技館室長

技官

技官

技官（併任）

技官室長

技官

技官

技官（併任）

文部技官主任研究官

文部技官主任研究官

文部技官主任研究官

文部事務官訓嚇織舌( 併任）

文部技官（併任）

事務補佐貝

技能補佐員

技能補佐貝

研究補佐員

研究補佐貝

研究補佐貝

研究補佐貝

文部技官館長( 取扱）

文部事務官室長

文部本務官

文部技官

文部z I F務

文部技

官

官

警務貝

( 併 任）

躯務補佐貝

技能補佐員

警務補佐貝

業務補佐貝

担当

考古

考古

考古

写典

建築

考古

考古

建築

考古

建築

考古

考古

考古

歴史

考古

考古

考古

建築

考古

考古

事務

自動服運転

事務

自動単運転

保守

盗料整理

考古

考古

考古

事務

事務

自動巾運転

群備

施設

那務

保守

警備

庁務

所属 氏名 官職 当

飛

脇

浅

科

館

学

芸

室

一

孝

古

計

皿

研

究

韮

一

兆

蒋

遮

跡

研

庇

喫

‐
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発

掘

技

術

研

究

笈

一
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物

処

理

研

究

憲

一

測

批

研

究

蹴

一

保

存

工

学

研

究

蹴

一

研

究

柑

郡

部

教

務

室

悩

報

喪

科

室

猪熊兼勝

小林誰一

松本修自

藤沢一夫

田中琢

若井明

刀谷敏博

竹島弘美

佐原真

松沢亜生

山中敏史

町田章

上原其人

西村康

沢田正昭

秋山隆保

木全敬蔵

松本修自

伊東太作

安原啓示

光谷拓実

伊東太作

山中敏史

杉田繁治

栗田靖之

岩本次郎

中川隆

文部技官室長

文部技官

文部技官（併任）

調在貝（非常勤）

文部技官センター長

文部事務官室長

文部事務官

事務補佐員

文部技官部長

文部技官室長

文部技官（併任）

文部技官室長

文部技官

文部技官室長

文部技官室長

文部技官

文部技官室長

文部技官

文部技官（併任）

文部技官室長

文部技官

文部技官主任研究官

文部技官主任研究官

調在貝（非常勤）

調在貝（非常勤）

主任研究官

主任研究官

( 非常勤）

( 非常勤）

文部技官室長

文部技官

考古

考古

建築

考古

事務

躯務

事務

考古

考古

考古

考古

考古

保存科学

保存科学

測逓

建築

測量

遺跡庭園

遺跡庭圃

測避

考古

埋文情報

埋文俄報

歴史

埋文俄報


